




















































































「りっぱ」 → ［ i p p a］







直前の拍である「り」（／ i ／）に後続する「っぱ」（／p pa／）は，「ぱ」［pa］
の［p］の逆行同化で［p］の特性を持ち，同時に次の［pa］に移ってい
くということである。
以上のように，促音には，破裂音に続くものと摩擦音に続くものがあり，
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ともに逆行同化という構造を持つことが確認できる。促音部分が閉鎖子音
の場合は閉鎖区間が，摩擦子音の場合は摩擦区間の持続時間が長くなって
いる。これに，それぞれの促音の直前に来る母音の収束性や促音部分の時
間長の持続時間が実際の促音生成の特徴を左右するものとなるといえよう。
日本語教育においては，学習者の促音生成と知覚のどちらにも問題点が
見られるが，今回は，そもそも生成に問題があるのではないかという観察
を教室内でおこなったことから研究に着手したため，生成に焦点を絞って
実験，考察をおこなうこととする。
４．学習者の促音生成
学習者はどのように生成するのか観察をおこなった。本実験で日本語の
促音を含む語を生成する被験者は，日本の大学に留学している中国語を母
語とする学習者であり，それぞれ日本語学校で１年間日本語を学習し，い
ずれも新日本語能力試験 N１を認定されている。母語・母方言は以下のと
おりである。
中国語北方方言 女性 CF
図１
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中国語北方方言 男性 CM
日本語母語話者 女性 JF
今回は，パイロット的な調査としておこなったため，録音した被験者の
中から，中国語北方方言を母語とする学習者男女各１名と母語話者のもの
を分析した。また，調査語は，学習者が意味も把握し，言い慣れているも
のを使用することを重視したため，無意味語ではなく促音部分を含むもの
とし，以下のようなキャリアセンテンスに挿入して数回練習した後，リニ
ア PCMデジタル録音機で録音し，Audacityで編集して音声分析ソフト
Praatにより基本周波数を抽出し，同時にフォルマントを見ながら持続時
間の部分を促音部分として観察をおこなった。サンプリング周波数は４４．１
KHz，量子化ビット数は１６ビットである。
４－１．
まず，破裂音，両唇音［p］，歯茎音［t］の観察をおこなった。
失敗は成功のもと（しっぱいはせいこうのもと）（調査語は「シッパイ」）
納豆はきらいです（なっとうはきらいです）（調査語は「ナットウ」）
図２ 中国語北方方言女性CF「シッパイ」
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図３ 中国語北方方言CM男性「シッパイ」
図４ 日本語母語話者女性 JF「シッパイ」
図５ 中国語北方方言女性CF「ナットウ」
224 専修人文論集９８号
図６ 中国語北方方言男性CM「ナットウ」
図７ 日本語母語話者女性 JF「ナットウ」
促音部分の持続時間は以下のとおりであった。
シッパイ ナットウ
CF １０１msec ２１５msec
CM ５５msec １２９msec
JF ２８２msec ２４４msec
表１ シッパイ，ナットウの促音の持続時間
シッパイの生成では，母語話者の持続時間と比べると，明らかに学習者
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２名の持続時間は短い。一方，ナットウでは持続時間はすべて大差がない
ように見受けられる。これは，同じ破裂音ではあるが，調音点が影響して
いるのではないかと推察できる。つまり，シッパイでは，語頭の子音［ ］
が歯茎硬口蓋だが，促音部分からは唇に移るので，動きが速いが，ナット
ウでは，語頭の子音を歯茎と舌尖の閉鎖で調音した後，再び歯茎で閉鎖を
作るので時間差が生じ，結果として，持続時間が保たれているような聞こ
えを持つのではないかということである。それを別の角度から観察するた
め，直前の音節の時間長とも比較を試みた。以下がその数値である。
直前音節 促音音節
CF １３７msec １０１msec
CM １００msec ５５msec
JF １４５msec ２８２msec
表２ 促音音節と直前音節の持続時間１
今後，さらに正確なデータとするために，調音点をも勘案した生成の音声
資料を採集していきたい。
４－２．
次に，促音の部分を学習者がどのように意識しているのかを観察するた
め，同様の語である，シッパイとナットウを対象語として，促音部分で調
音行動をとめるという行動を要求したところ，以下のようになった。
